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１０月に入り、多くの生徒たちの就職先、進学先が決定してきました。進

路決定者と未決定者が混在する３学年では、それぞれが目標を持って、周囲

への配慮を忘れず生活をしようと呼びかけています。放課後の時間の使い方

についても、補習を受ける生徒、自学をする生徒、自動車学校に行く生徒な

ど、各々の生徒が自分のやるべきことをしっかりと見据えて活動しています。

残りの高校生活を充実したものにするために、ぜひご家庭での励ましと見守

りをよろしくお願いいたします。また、１０月５日の共通テスト１００日前

集会には、心温まる激励メッセージをいただきありがとうございました。共

通テストまであと８０日を切りました。万全の体制で本番に臨めるよう、ご

支援をよろしくお願いいたします。

橄欖祭の準備が着々と進み、いよいよ本番間近となりました。各クラス、

趣向を凝らした企画を考えています。クラス全員で、一つのものを創り上げ

ていく過程で、さらにクラスの仲が深まったようです。ぜひ、橄欖祭をご観

覧ください。また、「第１回Nice Meeting」を開き、６名の生徒が参加し、

修学旅行のレクレーション企画について、話し合いを行い、よりよい修学旅

行となるように奮闘しております。修学旅行にむけて、書類等を保護者の皆

さまに配布しますので、ご確認いただき、提出期限までにご提出ください。

よろしくお願いいたします。

■ １学年より

■ ３学年より

■ ２学年より
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２学期もすでに半分が過ぎようとしています。９月の体育祭、１０月は文化祭と大

きな学校行事が制限なく実施できています。また、部活動でも運動部、文化部ともに

新人戦や総文祭などに向けて充実した日々を過ごしていることと思います。新体制と

なってこれまで練習してきた成果を存分に発揮してほしいと思います。この３年間コ

ロナ禍の制約の中で思うような活動ができなかった分、何事にも思い切り取り組んで

ください。

天台宗の開祖である最澄が残した言葉に「一隅を照らす」という言葉があります。

正確には「一隅を照らす、これ則ち国宝なり」です。一隅とは片隅のこと、つまり、

この言葉は、片隅の誰も注目しないような物事にきちんと取り組む人こそ尊い人であ

るという意味です。誰もが注目するような表舞台で活躍するばかりが尊いわけではあ

りません。

私たちは、すぐ派手なこと、目立つことに目を奪われてしまいます。しかしどこか

片隅で、誰の目にも止まらないようなものに目を向けていくことも、同じように尊い

ことではないかと考えています。

まず目の前のこと、今自分にできることを一生懸命やっていく。そして一人ひとり

が灯す小さな光が集まって大きな光となる、そのような気がします。誰も気がつかな

いような片隅で社会を照らすような人が国の宝なのです。たとえ注目されなくても、

自分の置かれた場所で最善を尽くすことが大切なのではないでしょうか。

集団で物事を進めていくときには、一人ひとりに役割があります。誰かが欠けると

思い描くようなものはできません。各人がそれぞれに必要不可欠なのです。学校行事

でも、部活動でもあるいはクラスでも、自分の果たすべき役割を責任持って、地味な

がらも着実に取り組み、集団としての結果を出してほしいと考えています。

学校行事に部活動、その他全ての活動で一人ひとりが輝けるはずです。そこに感動

もあるのではないでしょうか。そして、一隅を照らす人材に多くの人が成長すること

を願っています。

■自分が置かれた場所で最善を尽くす

橄欖祭の準備の様子を見ていて、たくさんのアイディアが溢れ、７２回生の発

想力の豊かさに驚かされました。これを活かし、学習方法を工夫してみたり、部

活動の練習を工夫したり、いろんな場面でアイディアを取り入れてやってみま

しょう。思いもよらなかった方法が力を伸ばしてくれたり、楽しさを感じさせて

くれるかもしれません。１年生も折り返し地点を過ぎました。次の学年に進む準

備のためにもアイディアを出し、常に向上心をもって取り組んでいきましょう。

初めての文化祭に向けて、自分たちだけでなく、来場してくださる皆様に楽し

んでいただきたいという思いで準備に励んできました。ご来場の際はぜひ楽しん

でいただければと思います。



←上五島高校の最新情報はこちらから。または下のホームページアドレスまで。
 ホームページを随時更新中です!!

   http://www2.news.ed.jp/section/kamigoto-h/index.html
上五島高校 検索

■１1月の行事予定
１日（水） 全校朝会
４日（土） 記述模試

（１，２年、２年は１１／５まで）
共通テスト模試

（３年、１１／５まで）
５日（日） 第２回英検二次試験
６日（月） 乳幼児ふれあい体験（１年）
９日（木） 薬物乱用防止講話

１０日（金） 乳幼児ふれあい体験（１年）
進学講演会（３年）、第２回漢検

１１日（土） 土曜学習会（３年）
１２日（日） 大学別模試（３年）
１３日（月） 人生の達人セミナー
１８日（土） 土曜学習会（３年）
２０日（月） 乳幼児ふれあい体験
２３日（木） 五島地区PTA研修会（五島市）
２４日（金） 考査時間割発表
２５日（土） 共通テストプレ

（３年、～１１／２６）
３０日（木） ２学期期末考査（～１２／５）

１０月５日（木）に、共通テスト
１００日前集会が行われました。
集会の中では、和田校長先生からの

言葉や、保護者からの応援メッセージ
紹介のほか、先んじて就職・進学試験
などに臨んだ生徒達から「エッサッサ」
の披露が行われ、受験に臨む生徒達を
激励しました。
これに対して、１組の江濱真凜さん

が受験生を代表して決意表明を行いま
した。
共通テストまで１００日を切り、

生徒達もより本格的に学習に精進して
います。保護者の皆様におかれまして
は、たくさんの温かいメッセージをいただき、ありがとうございました。

共通テスト１００日前集会

７月２７日と２８日に行われた小学生向けサマースクールのお礼が、参加した小学生から
届きました。
参加してくれた小学生の皆さん、ありがとうございました！

サマースクールのお礼

特集 電気情報科～第一種電気工事士試験合格に向けて～

電気情報科では、資格取
得に向けた補習や実技指導
を、７校時の時間などを利
用して行っています。
１０月１日（日）に、第

一種電気工事士筆記試験が
実施され、今年は受験した
生徒が、見事！全員合格を
果たしています。
１２月に行われる実技試

験に向けて、電気情報科の
生徒達は引き続き、頑張り
ます。

電気工事士って何？

ビル、工場、商店、一般住宅には必ず電気設備があります。その電気設備を工事す
るには「電気工事士」の国家資格が必要です。

この資格には、「第一種」と「第二種」があります。どちらも筆記試験と実技試験
をクリアすることで得られる資格です。

第二種電気工事士 第一種電気工事士

第二種電気工事士で扱える範囲のほか
最大電力500キロワット未満の工場や
ビルなど、より大規模な電気工事に従事
できます。

一般住宅や店舗などの、
600ボルト以下で電力を受
け取る設備の工事に従事で
きます。

電気情報科の取り組み

一般財団法人 電気技術者試験センターホームページより一部引用

「第一種」は年１回、「第二種」は年２回、試験が行われます。
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